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代　

表　

質　

問

ここが聞きたい
　令和５年村上市議会３月定例会は、２月21日から３月22日までの30日間の会
期で開かれ、市長の施政方針表明や、一般会計総額358億円の当初予算案をはじ
め各議案を審議しました。
　２月22日には当初予算案の審議に先立ち、新年度の施政および予算編成方針に
対して各会派からの「代表質問」が行われました。代表質問は会派を代表する議
員が、市政の運営方針や主要課題など、政策レベルでの問題点や将来に対する方
針などについて市長に所信をただすもので、主な質問と答弁の要旨を掲載します。
　なお、新年度予算案等の委員会審査の内容は、10～15ページに掲載していま
すのでご覧ください。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

脱
炭
素
の
前
に
財
政
再
建
を

	

３
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
41
億
円

だ
が
、
５
年
度
末
の
残
高
は
ど
の
く
ら
い
か
。

	

３
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

問答

	

予
算
編
成
に
対
す
る
思
い
は
。

	

予
算
に
は
歳
入
が
あ
っ
て
歳
出
が
あ
る
の
で
、

こ
の
歳
入
の
確
保
を
精
一
杯
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
れ
に
加
え
て
職
員
の
知
恵
、
工
夫
の
結
果
が
５

年
度
の
予
算
編
成
の
姿
に
表
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

行
政
運
営
は
一
時
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
上
で
、
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
守
り
切
る
。

ま
た
、
被
災
を
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
生
活
を
再
建
し

て
い
く
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
た
め
の
予
算
編
成
を
実
現
で
き
た
と
思

っ
て
い
る
。
た
だ
、
財
政
収
支
見
通
し
の
将
来
推

計
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
厳
し
さ
を
増
し

問答

	

せ
な
み
巡
回
バ
ス
の
購
入
は
、
昨
年
の
12
月

定
例
会
で
債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
追
加
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
価
格
や
ど
の
よ
う
な
バ
ス
な
の
か
も

書
か
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
っ
た
。
今
回
購
入
す

る
の
は
、
電
気
自
動
車
で
価
格
も
普
通
の
バ
ス
よ

り
約
１
千
万
円
も
高
額
で
あ
る
。
議
会
に
は
、
も

う
少
し
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
す
べ
き
で
は
な
か

っ
た
の
か
。

	

丁
寧
に
説
明
を
し
て
き
た
と
理
解
し
て
い
る
。

電
気
自
動
車
の
購
入
は
、
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
の
一
環
で
あ
り
、

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。

	

（
質
問
時
間　

43
分
）

問答 て
い
る
の
で
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
持
続
で
き
る
形
の
行
政
運

営
を
進
め
て
い
き
た
い
。

	

（
質
問
時
間　

48
分
）

新年度に向け５会派が代表質問

鷲ヶ巣会
大滝国吉

市声クラブ
木村貞雄
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北
前
船
寄
港
地
と
し
て
海
老
江
、

塩
谷
、
岩
船
、
瀬
波
が
あ
り
、
そ
し
て
市

長
に
視
察
い
た
だ
い
た
上
海
府
早
川
集
落

に
は
船
絵
馬
が
あ
り
、
山
北
地
区
に
は
市

文
化
財
の
23
枚
の
船
絵
馬
が
あ
る
。
ま
た

朝
日
地
区
の
上
中
島
集
落
に
は
、
漆
で
財

を
成
し
た
大
庄
屋
に
北
前
船
で
漆
を
運
ん

だ
資
料
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

現
在
、
文
化
庁
へ
北
前
船
寄
港
地
日
本
遺

産
と
し
て
申
請
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
う
い
う
状
況
か
。

	

北
前
船
交
流
拡
大
機
構
を
通
し
て

資
料
を
提
出
し
て
い
る
が
、
文
化
庁
か
ら

は
、
現
在
登
録
し
て
い
る
49
寄
港
地
の
活
動
に
温
度

差
が
あ
る
た
め
、
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
新
規
の
登
録
は
待
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

	

（
質
問
時
間　

37
分
）

問答

代　

表　

質　

問

施政方針の

	

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
保
内

地
区
に
お
い
て
、
二
線
堤
の
建
設
計
画
を
提

案
し
て
い
る
が
、
二
線
堤
の
上
流
域
や
羽
越

線
周
辺
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
工
事
の
効
果
や

弊
害
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
聞
か
れ
る
。
被

災
さ
れ
た
市
民
の
切
実
な
思
い
を
県
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
代
弁
し
て
い
く
の
か
。

	

二
線
堤
が
浸
水
の
速
度
や
量
を
抑
え
る

手
法
の
た
め
、
今
回
以
上
に
冠
水
す
る
時
間

が
長
く
な
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
の
声
を
聞

い
て
い
る
。
ま
た
、
住
環
境
が
変
わ
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に
丁
寧
に
関
係
者
に

問答

説
明
し
て
ほ
し
い
と
県
に
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
変
更
の
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、

勇
気
を
も
っ
て
変
え
て
い
く
こ
と
も
要
望
し

て
い
き
た
い
。

	

（
質
問
時
間　

37
分
）

	
今
後
の
空
き
家
対
策
は
。

	

空
き
家
の
軒
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

昨
年
の
調
査
で
は
１
５
４
８
軒
を
確
認
し
て

お
り
、
そ
の
他
に
管
理
不
全
の
空
き
家
が
２

問答

６
９
軒
、
危
険
性
が
あ
る
も
の
が
１
７
０
軒

あ
っ
た
。
今
後
は
有
効
活
用
の
で
き
る
空
き

家
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視

点
を
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

市
営
中
川
原
住
宅
の
建
て
替
え
に
関
し

て
は
、
委
員
会
で
の
度
重
な
る
議
論
の
中
で
、

空
き
家
・
空
き
ア
パ
ー
ト
の
活
用
に
よ
る
住

み
替
え
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
建
て
替
え
の

方
針
に
至
っ
た
経
緯
は
。

	

入
居
さ
れ
て
い
る
世
帯
ご
と
の
事
情
を

お
聞
き
す
る
と
、
や
は
り
公
的
な
住
環
境
の

提
供
は
一
定
程
度
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
建
て
替
え
を
選
択
し
た
。

	

（
質
問
時
間　

43
分
）

問答

市
営
中
川
原
住
宅
の
今
後
は

豪
雨
水
害
対
策
を
早
急
に

　

質
問
応
答
の
時
間
は
、
会
派
の
所
属
人
数
に

よ
っ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
質
疑
の
原
稿

は
、
質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

３月
定例会

北前船の歴史文化に光を

高志会
尾形修平

令和新風会
川村敏晴

新政村上
長谷川　孝
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一　

般　

質　

問

　一般質問は、市の行政全般について、自由なテーマで市長に質問・
政策提案を行い、市民の声を市政に届けるものです。３月定例会では、
10人の議員が一般質問を行いました。ここでは、質問と答弁の一部を
ご紹介します。なお、掲載された原稿は質問者が作成しています。

　渡辺　昌
１．大雪や寒波による被害と今後の対策
２．道の駅「朝日」の拡充基本計画
３．窓口業務改善の取り組み

1

　稲葉久美子
１．少子化対策
２．奨学金制度
３．就学援助制度

4

　富樫雅男
１．住宅リフォームに関する助成制度
２．婚姻数増加のための取り組み
３．災害時の空き家対策

2

高志会　鈴木一之
１．子どもの安全対策と子育て支援の
環境整備

２．障がい者の就労支援と雇用促進
３．本市における国県の出先機関

5

令和新風会　髙田　晃
１．中学生の望ましいスポーツ環境の
整備

3

　上村正朗
１．村上駅周辺大規模跡地の利活用策
２．旧香藝の郷の利活用策
３．障がい関連３計画の策定

6

清流会　鈴木好彦
１．道の駅朝日
２．災害対策の取り組み
３．支所緊急対応経費

7

市声クラブ　山田　勉
１．荒川地区坂町周辺の水害対策
２．お幕場茶会
３．伝統芸能の継承

9

鷲ヶ巣会　鈴木いせ子
１．令和４年産の稲作
２．心配ごと相談所

8

鷲ヶ巣会　菅井晋一
１．旧村上総合病院跡地利用
２．各町内・集落からの要望事業に対
する予算措置

３．財政調整基金の基金残高の見通し

10

３月定例会

一
質
般
問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
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広範囲に発生した倒木でかつてない被害に

富樫雅男

望まれる婚活サポート

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

渡辺　昌

大雪の被害 今後の対策は

	

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
申
請
状
況
は
。

	

平
成
27
年
の
制
度
創
設
以
来
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
３
０
０
件
、
３
年
度
は
３

２
８
件
、
本
年
度
は
１
月
末
で
３
１
６
件

と
好
評
で
あ
る
。
予
算
は
毎
年
６
千
万
円

で
、
年
間
の
総
工
事
費
は
平
均
で
４
億
５

千
万
円
と
、
地
域
経
済
に
与
え
る
効
果
は

非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
５
年
度

は
省
エ
ネ
工
事
も
補
助
対
象
と
す
る
。

	

国
の
住
宅
省
エ
ネ
化
推
進
制
度
も
非

常
に
有
益
と
考
え
る
の
で
、
市
民
へ
の
周

知
と
と
も
に
、
関
連
す
る
業
界
団
体
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
が
、
市
長

問答問

の
考
え
は
。

	

国
の
既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
制
度
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対

策
に
も
資
す
る
も
の
で
、
多
く
の
利
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
市
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
周
知
に
加
え
て
、
商
工
業
団
体
、

建
築
業
組
合
等
に
情
報
提
供
を
行
う
。

	

市
で
は
少
子
化
対
策
に
注
力
し
て
い

る
が
、
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
で
は
50

歳
時
の
未
婚
率
が
男
性
で
28
％
、
女
性
で

18
％
と
な
っ
て
い
る
。
婚
姻
数
の
減
少
は

少
子
化
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
ぜ
ひ

と
も
結
婚
し
た
い
方
を
市
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
が
。

	

結
婚
新
生
活
支
援
制
度
の
利
用
要
件

で
あ
る
所
得
制
限
を
緩
和
し
、
よ
り
多
く

の
方
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に
努

め
る
と
と
も
に
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
県
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

本
市
で
開
催
す
る
等
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。 答問答

	

12
月
の
大
雪
で
は
、
湿
っ

た
重
い
雪
に
よ
る
倒
木
の
た
め
、

道
路
の
通
行
止
め
や
停
電
が
広

範
囲
・
長
時
間
に
わ
た
っ
て
発

生
し
た
。
今
後
も
同
様
の
被
害

が
想
定
さ
れ
、
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

	

道
路
や
架
空
線
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
、
樹
木
の
適
切

な
管
理
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
倒

木
防
止
対
策
に
も
つ
な
が
る
里

山
林
整
備
へ
の
新
た
な
補
助
制

度
を
、
５
年
度
に
創
設
す
る
予

定
で
あ
る
。
電
線
や
通
信
線
に

架
か
っ
た
倒
木
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

処
理
を
お
願
い
す
る
各
事
業
者

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

	

以
前
よ
り
、
蒲
萄
集
落
内

を
通
る
国
道
の
歩
道
や
路
肩
の

除
雪
が
十
分
で
な
く
、
住
民
の

歩
行
に
危
険
な
状
況
と
な
っ
て

問答問

い
る
が
、
市
の
認
識
は
。
ま
た
、
国
に
対

策
を
強
く
働
き
か
け
て
い
る
の
か
。

	

現
地
を
確
認
し
、
除
雪
の
出
動
頻
度

が
少
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
歩
道
除
雪
の

頻
度
を
上
げ
る
よ
う
都
度
お
願
い
し
て
い

る
。
国
の
除
雪
計
画
で
の
歩
道
除
雪
に
出

動
す
る
水
準
に
つ
い
て
、
見
直
し
へ
の
要

望
お
よ
び
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

	

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用
し
た
、
本
市
の
窓

口
業
務
改
善
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

	

各
種
届
出
の
際
の
氏
名
や
住
所
の
記

入
の
簡
略
化
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
住

民
票
や
税
務
証
明
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
加
え
、
介
護
や
消
防
等
に
関
す
る
38
の

行
政
手
続
が
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
、
証
明
書
の
申
請

や
発
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

答問答

一　

般　

質　

問
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稲葉久美子

新生活の励みになりますように

少子化対策を最重点施策に

多様な希望を実現できる部活動に

髙田　晃

部
活
動
の
地
域
移
行
は

	

少
子
化
対
策
の
重
点
施
策

は
。

	

「
子
育
て
と
健
康
の
ま
ち
」

を
最
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付

け
、
こ
れ
ま
で
も
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
産

婦
健
診
の
助
成
事
業
を
新
た
に

実
施
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦
の
医

療
費
助
成
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
旧
神
納
東

小
学
校
で
は
、
昨
年
開
設
し
た

屋
内
遊
び
場
に
加
え
、
校
舎
棟

の
整
備
に
着
手
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
。

	

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

問答問

の
支
給
要
件
を
撤
廃
し
、
結
婚
祝
い
金
に

し
て
は
。

	

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、

実
施
要
領
に
の
っ
と
っ
た
事
業
実
施
が
必

要
で
あ
り
、
所
得
制
限
や
年
齢
制
限
を
設

け
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

	

高
校
卒
業
ま
で
の
学
費
を
全
額
公
費

負
担
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

は
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
も
必
要
な
要
素

で
あ
る
た
め
、
少
子
化
対
策
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

	

就
学
援
助
制
度
申
請
の
意
向
を
全
児

童
生
徒
の
世
帯
に
確
認
し
た
効
果
は
。

	

前
年
度
は
６
８
８
人
の
申
請
で
あ
っ

た
が
、
４
年
度
は
８
５
３
人
と
大
幅
に
増

加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
な
影
響
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
制
度
の
周
知
や
申
請

の
し
や
す
さ
も
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

答問答問答

	
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
を
部
活
動

改
革
推
進
期
間
と
し
て
い
る
が
、
形
態
や

シ
ス
テ
ム
、
活
動
場
所
、
移
動
手
段
は
。

	

移
行
期
間
中
は
「
従
来
の
部
活
動
」

と
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
「
融
合
型
部

活
動
」、
完
全
な
形
で
地
域
移
行
し
た
「
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
」
の
３
つ
の
形
態
が
混
在

す
る
。
活
動
場
所
は
原
則
学
校
以
外
だ
が
、

地
区
の
状
況
や
指
導
者
の
関
係
で
学
校
施

設
の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
。

　

移
動
手
段
は
、
休
日
の
学
校
部
活
動
と

融
合
型
部
活
動
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
平
日

は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
バ
ス
を
、
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
は
保
護
者
の
送
迎
ま
た
は
団
体

問答

が
手
配
す
る
バ
ス
を
考
え
て
い
る
。

	

指
導
者
確
保
は
、
市
内
企
業
の
支
援

や
協
力
も
必
要
。
協
力
企
業
を
入
札
資
格

審
査
で
加
点
す
る
制
度
は
で
き
な
い
か
。

	
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い
く
こ
と

は
地
域
全
体
で
取
り
組
む
手
法
で
あ
り
、

そ
の
取
り
組
み
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
る
企
業
に
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
思

う
の
で
、
早
速
検
討
し
た
い
。
	

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
推
進
期

間
の
３
年
間
は
国
・
県
・
市
の
財
政
支
援

が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

	

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、

行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
３
年
後
も
安
心
し

て
継
続
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て

い
く
。

	

保
護
者
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
就

学
援
助
制
度
を
活
用
で
き
な
い
か
。

	

現
在
、
村
上
市
で
は
支
出
し
て
い
な

い
が
、
国
で
は
費
用
の
支
援
を
就
学
援
助

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。

問答問答問答

一　

般　

質　

問
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地域活性化への期待・旧香藝の郷

上村正朗

病
院
跡
地
の
有
効
活
用
を

再開が待たれる「あらかわ保育園」

鈴木一之

一日も早い笑顔の再会を

	

村
上
総
合
病
院
な
ど
の
村
上
駅
周
辺

大
規
模
跡
地
の
利
活
用
策
は
。

	

村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
官
々
連
携
と
官
民
連
携
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
る
。
８
月
頃
を
目
途
に
計
画

を
策
定
し
て
公
表
し
た
い
。

	

官
々
連
携
と
官
民
連
携
の
内
容
は
。

	

国
や
市
の
行
政
機
能
を
備
え
た
施
設

設
置
と
統
合
保
育
園
を
検
討
し
て
い
る
。

官
民
連
携
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
の
導

入
を
検
討
す
る
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
（
※
）
を
実
施
す
る
。

	

病
院
跡
地
の
取
得
方
法
は
。

問答問答問

	

無
償
譲
渡
は
県
厚
生
連
の
経
営
状
況

を
考
え
る
と
難
し
い
。
具
体
的
な
交
渉
は

こ
れ
か
ら
と
な
る
。

	

旧
香
藝
の
郷
の
利
活
用
策
は
。

	

平
成
30
年
度
に
行
っ
た
「
利
活
用
に

関
す
る
意
見
集
約
お
よ
び
方
向
性
に
関
す

る
調
査
・
研
究
」
に
基
づ
き
、
利
活
用
の

検
討
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
実
証
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
把
握
し
た
課
題
に
適
切

に
対
処
し
た
上
で
、
本
市
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
施
設
の
機
能
強
化
や
環
境
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

	

施
設
の
取
り
壊
し
も
含
め
て
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

	

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
利

活
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

	

障
が
い
関
連
３
計
画
の
策
定
委
員
会

に
保
護
者
や
支
援
関
係
者
を
参
画
さ
せ
る

べ
き
で
は
。

	

当
事
者
や
障
が
い
の
あ
る
子
に
近
い

立
場
の
方
が
参
画
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

答問答問答問答

	

あ
ら
か
わ
保
育
園
と
保
内

学
童
保
育
所
は
、
豪
雨
災
害
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
復

旧
に
向
け
全
力
で
工
事
に
着
手

し
て
い
る
。
一
日
も
早
い
復
旧

を
願
う
が
、
再
開
の
時
期
は
。

	

こ
れ
ま
で
年
度
末
の
完
成

を
予
定
し
て
い
た
が
、
一
部
の

資
材
に
納
期
の
遅
れ
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
工
事
期
間
を
延
長

し
た
。
再
開
時
期
の
見
込
み
は
、

あ
ら
か
わ
保
育
園
が
７
月
１
日
、

保
内
学
童
保
育
所
は
６
月
１
日

を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
あ

ら
か
わ
保
育
園
は
、
工
事
が
完

了
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
段
階
的
に
再
開

す
る
。
ま
た
、
両
施
設
の
工
事

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
お
よ
び
施
設
周
辺
住
民
と

荒
川
地
域
の
区
長
に
対
し
、
お

知
ら
せ
を
し
た
。

	

障
が
い
者
就
労
施
設
か
ら

問答問

の
物
品
お
よ
び
役
務
の
調
達
額
の
増
加
策

と
現
況
は
。

	

調
達
額
の
実
績
は
、
２
年
度
が
１
３

２
万
７
６
６
０
円
、
３
年
度
は
90
万
８
９

６
７
円
で
、
４
年
度
の
目
標
値
は
１
２
６

万
４
千
円
で
あ
る
。
毎
年
、
予
算
編
成
時

に
合
わ
せ
各
就
労
支
援
施
設
が
提
供
で
き

る
物
品
や
役
務
に
つ
い
て
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。
各
年
度
に
よ
り
、
調
達
額
に
変

動
が
あ
る
が
、
新
規
の
依
頼
も
あ
る
た
め

計
画
的
に
調
達
し
て
い
く
。

	

雇
用
促
進
に
向
け
て
の
方
針
は
。

	

就
労
支
援
は
経
済
的
基
盤
の
確
保
や

生
き
が
い
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
障

が
い
者
雇
用
の
拡
大
に
理
解
を
求
め
る
と

と
も
に
、
就
労
意
欲
に
応
じ
た
就
労
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

答問答

一　

般　

質　

問

※サウンディング型市場調査とは？
行政と事業者との意見交換等を通じ、市有地などの活用等についての有用な意見やアイデアを収集するための調査。7
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令和５年産の米づくりがスタート（育苗ハウス）

鈴木いせ子

令和４年産の稲作状況は

またぎの暮らしを後世に伝えるために再建を

鈴木好彦

敬
愛
の
念
を
後
世
に

	

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
１
等
米
比

率
は
魚
沼
産
で
83
・
８
％
、
岩

船
産
は
64
・
９
％
で
あ
る
が
、

こ
の
差
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

	

格
落
ち
の
理
由
の
１
位
は

除
青
未
熟
で
87
％
、
２
位
が
部

分
カ
メ
で
３
％
、
３
位
が
胴
割

粒
で
２
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

	

影
響
を
及
ぼ
し
た
主
な
要

因
は
。

	

７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
の

異
常
高
温
で
の
稲
体
消
耗
、
８

月
３
日
～
４
日
に
か
け
て
の
水

害
、
登
熟
期
間
で
あ
る
８
月
の

日
照
不
足
が
平
年
比
65
％
で
あ

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

	

規
格
外
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

新
発
田
市
が
３
９
３
０
㎏
、
佐

渡
市
が
１
万
８
６
０
０
㎏
、
村

上
市
が
２
万
１
８
７
０
㎏
で
あ

る
が
、
こ
の
数
量
を
ど
う
考
え

る
か
。

	

荒
川
地
域
の
要
因
と
し
て

問答問答問答

は
、
水
害
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
冠
水

被
害
を
受
け
た
水
田
で
茶
米
や
着
色
粒
の

混
入
が
見
ら
れ
、
品
質
が
低
下
し
た
。
市

全
体
と
し
て
は
、
日
照
不
足
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

	

特
Ａ
を
目
指
す
た
め
に
肥
料
・
農
薬

を
統
一
し
た
方
が
良
い
と
思
う
が
。

	

１
筆
ご
と
の
水
田
に
お
い
て
も
地
力

等
の
条
件
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
肥
料
・

農
薬
の
統
一
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

異
常
気
象
を
前
提
と
し
た
技
術
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
と
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
技
術
指
導
や
情
報
提
供
に

努
め
る
。
ま
た
、
資
材
や
労
働
力
の
削
減
、

生
産
性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
営
農
支

援
シ
ス
テ
ム
や
ス
マ
ー
ト
機
械
の
導
入
等

の
農
業
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
も
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

	
ま
た
ぎ
の
家
が
存
在
し
た
理
由
と
目

的
は
。

	

ま
た
ぎ
の
家
は
、
奥
三
面
ダ
ム
を
建

設
す
る
に
当
た
り
、
三
面
集
落
の
方
々
か

ら
下
流
域
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う

意
義
を
汲
ん
で
い
た
だ
き
、
先
祖
代
々
脈

々
と
営
ん
で
き
た
ま
た
ぎ
の
暮
ら
し
を
捨

て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
苦
渋
の
決

断
に
対
し
、
敬
愛
の
念
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
旧
朝
日
村
が
、
ま
た
ぎ
の
暮
ら
し

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
移
転
建
築
し
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

	

み
ど
り
の
里
食
堂
の
機
能
と
位
置
付

け
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
展
開
す
る
の
か
。

問答問

	

道
の
駅
「
朝
日
」
は
、
東
北
圏
、
北

陸
圏
、
関
東
圏
な
ど
を
接
続
す
る
ハ
ブ
機

能
を
有
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

本
市
の
魅
力
を
大
い
に
発
信
す
る
施
設
と

な
る
よ
う
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
の
魅
力
あ
る
食
材
を
提
供
す
る
食
堂

施
設
の
機
能
は
特
に
重
要
な
施
設
機
能
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
態
に
合
わ
せ

て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
お
応
え
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

災
害
の
脅
威
か
ら
市
民
の
命
と
財
産

を
守
る
市
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
た
め
、

危
険
箇
所
ご
と
に
基
本
計
画
や
事
業
計
画

を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

被
災
河
川
の
う
ち
、
改
良
の
検
討
を

進
め
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
整
備
計

画
の
策
定
を
行
う
。
水
害
を
低
減
す
る
た

め
の
事
前
防
災
、
予
防
防
災
の
取
り
組
み

を
住
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答問答

一　

般　

質　

問
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令和４年12月に公表された「村上市財政収支見通し」

菅井晋一

財
政
収
支
見
通
し
を
問
う

８月３日からの豪雨により増水した烏川

山田　勉

坂町周辺の水害対策は

	

「
村
上
市
財
政
収
支
見
通
し
」に
よ
れ

ば
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
令
和
６
年

度
に
１
億
３
千
万
円
と
な
り
、
７
年
度
以

降
、
収
支
は
赤
字
と
な
る
見
通
し
。
赤
字

の
原
因
と
今
後
の
財
政
運
営
手
法
は
。

	

３
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は

41
億
４
５
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
が
、
４

年
度
予
算
の
繰
入
額
が
、
26
億
４
２
０
０

万
円
、
さ
ら
に
５
年
度
当
初
予
算
に
12
億

円
を
繰
入
れ
し
、
予
算
上
の
同
基
金
残
高

は
３
億
円
ほ
ど
と
な
る
。
収
支
不
足
の
原

因
は
、
こ
の
た
び
の
大
雨
災
害
に
係
る
経

費
だ
け
で
な
く
、
歳
入
で
は
、
市
税
の
減

少
、
普
通
交
付
税
の
実
質
的
な
減
少
、
歳

問答

出
で
は
、
子
育
て
支
援
施
策
の
財
政
需
要

の
増
加
や
電
力
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
、

災
害
に
よ
る
多
額
の
起
債
借
入
の
元
利
償

還
金
が
増
額
す
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
。

根
本
的
な
基
礎
的
収
支
の
改
善
が
必
須
で

あ
り
、予
算
執
行
の
抑
制
は
も
と
よ
り
、公

共
施
設
の
見
直
し
に
よ
る
維
持
管
理
経
費

の
削
減
、
全
事
務
事
業
の
棚
卸
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
の
歳
入
確
保
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
７
年
度
ま
で
に
収
支
均
衡
を

図
る
こ
と
を
目
標
に
財
政
運
営
す
る
。

	

年
度
収
支
の
推
移
で
「
合
併
以
来
、

黒
字
が
続
い
て
い
た
が
、
平
成
28
年
か
ら

３
年
間
赤
字
が
続
い
た
」
と
あ
る
。
単
年

度
の
赤
字
は
災
害
な
ど
で
あ
り
得
る
が
、

３
年
続
く
の
は
あ
り
得
え
な
い
と
思
う
が
。

	

年
度
ご
と
の
黒
字
は
理
想
だ
が
、
継

続
事
業
も
あ
る
の
で
、
各
年
度
一
つ
一
つ

見
て
い
く
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
仕
組
み
で
あ
る
か
ど
う
か

に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

問答

	

住
民
説
明
会
で
県
か
ら
、

春
木
山
大
沢
川
沿
い
に
二
線
堤

を
設
置
す
る
こ
と
や
輪
中
堤
を

整
備
す
る
こ
と
、
烏
川
は
県
道

の
大
橋
か
ら
大
沢
川
合
流
点
ま

で
を
新
た
に
整
備
区
間
に
す
る

こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

住
民
か
ら
は
「
上
流
を
整
備
し

て
も
、
羽
越
本
線
の
と
こ
ろ
が

狭
い
ま
ま
で
は
同
じ
に
な
る
」

と
の
不
満
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

	

河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く

整
備
済
み
区
間
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
改
修
の
予
定
は

な
い
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
烏
川
の
水
害
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い

っ
た
根
拠
に
基
づ
い
て
河
川
整

備
計
画
で
完
了
と
し
て
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。そ
の
上
で
、本

市
と
し
て
は
、
流
域
全
体
で
水

問答

害
を
軽
減
さ
せ
る
「
流
域
治
水
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
国
、
県
を
は
じ
め
、
土

地
改
良
区
等
と
連
携
し
、
事
業
効
果
を
検

証
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

お
幕
場
茶
会
に
対
す
る
市
の
協
力
は
。

	

事
務
局
で
あ
る
神
林
商
工
会
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、
茶
会
に
掛

か
る
経
費
も
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
会
場
周
辺
の
除
草
作
業
や
商
工
会

と
共
同
で
害
虫
駆
除
作
業
等
の
整
備
を
実

施
し
て
お
り
、
美
し
い
景
観
の
中
で
お
茶

会
が
開
催
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
い
る
。

	
各
地
の
伝
統
芸
能
、
民
謡
や
舞
踊
な

ど
を
発
表
す
る
祭
典
を
市
が
主
催
し
て
は
。

	
本
市
の
文
化
振
興
を
図
る
上
で
、
効

果
的
な
発
表
機
会
の
創
出
、
提
供
方
法
等

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

一　

般　

質　

問

村上市財政収支見通し

令和４年12月

村　上　市

令和５年度～令和９年度

財政収支見通し（令和５年度～令和９年度）10 -1　基金残高の推移

一般会計基金残高（決算状況）

単位：億円

項目

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
R2

R3

財政調整基金
20.4 24.9 32.4 32.4 32.4 36.8 37.4 18.0 15.0

5.5 17.0 24.3 31.0 41.4

減債基金

1.1
3.1

3.1
3.1

3.1
3.1

3.1
3.1

3.1
3.1

3.1
6.3

9.2
9.2

その他特定目的基金
16.2 19.9 25.0 31.1 45.1 51.1 50.7 70.6 69.8 68.4 46.2 33.7 23.8 24.0

合計

37.7 47.9 60.5 66.6 80.6 91.0 91.2 91.7 87.9 77.0 66.3 64.3 64.0 74.6

－21－

◆R3普通交付税で追加交付された臨時経済対策費（2.5億円）のうち2.35億円について、R4事業として執行する

　ため財政調整基金に積立した。

◆H27に財政調整基金から20億円を村上総合病院移転新築支援基金へ積み替えた。村上総合病院移転新築支援

　基金は、事業に過疎対策事業債を活用したため、R1、R2に財政調整基金、減債基金に積み替えた。

◆合併以来、基金への積み立てを行ってきたが、H28からH30の赤字補てんのために基金を取り崩した。

◆残高は、3月31日現在の数値ではなく、各年度の出納整理期間（～5月31日）を経た状況で比較している。

◆H24、H25で合併特例措置逓減対策準備基金20億円を造成した。H30に5.6億円を取り崩し、残額14.4億円は

　財政調整基金に積み替えた。

◆国民健康保険事業財政調整基金、介護保険給付等準備基金、土地開発基金は除いている。

◆H29の豪雪対策に財政調整基金を9.5億円取り崩し対応したため、残高は5.5億円となった。

20.4 24.9 32.4
32.4

32.4 36.8 37.4

18.0
15.0

5.5
17.0 24.3 31.0

41.4

1.1 3.1

3.1
3.1

3.1
3.1 3.1

3.1

3.1

3.1

3.1

6.3

9.2

9.2

16.2

19.9

25.0 31.1

45.1

51.1 50.7

70.6

69.8

68.4 46.2
33.7

23.8

24.0

37.7

47.9

60.5
66.6

80.6

91.0
91.2 91.7

87.9

77.0

66.3
64.3

64.0

74.6
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9

むらかみ市議会だより 第73号



主

な

議

案

屋
内
遊
び
場
の
運
営

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
整
備

１
，０
１
０
万
円

１
億
１
，７
７
４
万
円

　

旧
神
納
東
小
学
校
の
体
育
館
を
活
用
し
、
４
年
度
に
開

設
し
た
屋
内
遊
び
場
の
運
営
を
進
め
る
ほ
か
、
さ
ら
に
校

舎
棟
の
改
修
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
関
連
の
施
設
整
備
を

順
次
行
い
ま
す
。

　

５
年
度
は
児
童
福
祉
施
設
へ
の
用
途
変
更
に
係
る
工
事
、

ト
イ
レ
な
ど
一
部
共
有
部
分
の
改
修
工
事
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

申
請
・
届
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

３
３
０
万
円

　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
窓
口
で
の
申
請

や
届
出
な
ど
の
手
続
き
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
行
え
る
よ
う
に
順
次
拡
大
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
設
備
の
強
化

5
億
３
４
０
万
円

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
改
修
や
、
神
林
、
朝
日
、
山
北

の
３
地
域
に
お
い
て
、
告
知
端
末
に
替
わ
る
防
災
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
配
布
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

	　

	

告
知
端
末
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
は
、
高
齢
者
の
方

が
使
い
こ
な
せ
な
い
と
い
う
心
配
は
な
い
か
。

　

		

　

防
災
用
に
単
純
化
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
高

齢
者
で
も
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
同
士
で
、
電
話
も
で
き
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い

る
。 問答総

合
体
育
館
の
耐
震
・
大
規
模

改
修
事
業

１
億
９
，１
４
３
万
円

　

荒
川
総
合
体
育
館
の
耐
震
・
大
規
模
改
修
、
神
林
総
合

体
育
館
の
屋
根
改
修
工
事
等
を
行
い
、
総
合
体
育
館
の
安

全
性
と
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　令和５年度一般会計の歳入歳出予算の総額
は358億円、前年比18億円、5.3％増で、
一般会計予算決算常任委員会において審査さ
れ、原案のとおり可決しました。

支援へ手厚く  前年度比5.3％増358億円
一般会計予算

旧神納東小学校
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主

な

議

案

再
造
林
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

５
０
０
万
円

里
山
林
の
環
境
整
備
を
支
援

２
０
０
万
円

　

有
害
鳥
獣
被
害
の
軽
減
や
、
不
法
投
棄
の
抑
制
な
ど
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
里
山
林
で
の
除
伐
経
費
や

里
山
林
を
活
用
し
た
事
業
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
建
て
替
え

１
，５
５
４
万
円

　

将
来
に
わ
た
っ
て
市
営
住
宅
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
市
営
中
川
原
住
宅
の
建
て
替
え
整
備
を

行
い
ま
す
。

道
の
駅
朝
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

１
億
５
，４
８
０
万
円

　

日
沿
道
の
延
伸
に
合
わ
せ
、
道
の
駅
朝
日
の
メ
イ
ン
施

設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

９
年
度
の
メ
イ
ン
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
５
年

度
は
建
築
・
造
成
の
詳
細
設
計
、
地
質
調
査
、
用
地
買
収

な
ど
を
行
い
ま
す
。

村
上
ら
し
い
歴
史
的
景
観
の
保
全

村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

３
，５
１
６
万
円

４
６
７
万
円

　

町
家
等
の
外
観
の
保
存
や
修
景
行
為
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、
歴
史
的
な
景
観
を
保
全
し
、
歴
史
的
資
源
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

村
上
駅
周
辺
大
規
模
跡
地
の
利
活
用
へ
、
官
民
連
携
施

設
等
の
配
置
検
討
や
、
旧
村
上
総
合
病
院
の
用
地
取
得
の

た
め
不
動
産
鑑
定
を
行
い
ま
す
。

「
持
続
す
る
ま
ち
」 へ

災害復旧、
 地域振興、子育て

村上駅周辺の大規模跡地
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主

な

議

案
奨
学
金
制
度
の
拡
充
は

	

給
付
型
奨
学
金
が
拡
大
し
、
返
済
型
の

ニ
ー
ズ
が
減
っ
て
い
る
が
、
制
度
拡
充
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

	

低
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
国
の
給

付
型
も
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
学
費
の
免

除
制
度
も
で
き
て
い
る
。
年
度
替
わ
り
の
時

期
に
、
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
方
へ
通
知
す

る
際
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
制
度
拡

充
の
必
要
性
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
公
会
計
化
を

	

学
校
で
徴
収
し
て
い
る
給
食
費
の
収
支

を
、
予
算
書
に
載
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

学
校
給
食
の
公
会
計
化
は
シ
ス
テ
ム
改

修
等
の
課
題
も
あ
る
が
、
検
討
は
し
て
お
り
、

順
調
で
あ
れ
ば
６
年
度
か
ら
取
り
組
む
方
針

で
あ
る
。

武
家
住
宅
の
茅
葺
修
復

	

年
度
ご
と
に
１
棟
ず
つ
茅
葺
修
復
す
る

計
画
と
の
こ
と
だ
が
、
若
林
家
住
宅
の
茅
葺

も
相
当
傷
ん
で
お
り
、
修
復
の
予
定
は
。

	

６
年
度
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

問答問答問答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
状
況
は

	

２
月
に
な
っ
て
相
当
申
請
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
状
況
は
。

	

２
月
末
時
点
で
、
本
市
の
申
請
率
は
71

・
２
％
、
交
付
率
は
64
・
９
％
で
あ
る
。
新

潟
県
全
体
で
は
、
申
請
率
69
・
５
％
、
交
付

率
60
・
５
％
で
あ
る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

	

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
仕
組
み
は
。

	

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
方
に
対
し
て
、
年
間
24
枚
の
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
交
付
し
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
基
本
料

金
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

保
育
士
の
確
保

	

保
育
士
の
新
規
採
用
や
休
職
者
等
の
復

帰
な
ど
、
保
育
士
確
保
の
状
況
は
。

	
５
年
度
の
採
用
は
５
人
で
、
復
帰
す
る

方
も
合
わ
せ
る
と
、
今
年
度
当
初
よ
り
10
人

く
ら
い
増
え
る
予
定
で
あ
る
。

問答問答問答

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
支
援

	

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
確
保
事
業
補

助
金
に
よ
る
実
績
は
。

	

４
年
10
月
時
点
で
の
狩
猟
免
許
取
得
者

は
２
３
７
人
で
、
４
年
度
は
新
た
に
18
人
が

免
許
を
取
得
し
た
。

新
規
就
農
者
を
支
援

	

経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

	

新
規
に
就
農
さ
れ
た
方
の
農
業
機
械
・

施
設
等
の
導
入
に
対
し
て
、
国
・
県
が
支
援

す
る
も
の
。
５
年
度
は
１
人
の
方
が
対
象
で
、

７
５
０
万
円
を
支
給
す
る
。

除
雪
作
業
の
効
率
化
へ

	

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
活

用
し
た
、
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
業

務
の
内
容
は
。

	

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、

除
雪
車
の
位
置
情
報
や
作
業
時
間
等
を
把
握

し
、
除
雪
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
実

証
実
験
を
行
う
。

問答問答問答

９億５，８１４万円
農地農業施設災害復旧…	 ３億1,000万円
林業施設災害復旧…	 3億7,500万円
公共土木施設災害復旧…	 7,386万円
指定文化財災害復旧…	 7,927万円
貝附・花立地内市有地復旧…	1億2,000万円

8.3豪雨災害復旧費

委
員
会
質
疑

委
員
会
質
疑
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主

な

議

案

公営企業会計 （支出）
予算額110億4,209万円

　公営企業会計は、地方公営企業法の適用を受け、原則として独立採算制で運営される会
計です。その年度の経営損益を示す「収益的収支」と、将来の経営に備えて行われる建設
改良事業などの資本取引をしめす「資本的収支」に区分した会計方法が用いられています。
　なお、資本的収入が資本的支出に対して不足する額については各事業会計の内部留保資
金などで補てんされます。

会		計		名 収　入 支　出

上水道事業会計
収益的 11億4,193万円 11億2,510万円

資本的 3億8,089万円 8億6,553万円

簡易水道事業会計
収益的 3億4,119万円 3億4,119万円

資本的 1億7,190万円 2億9,602万円

下水道事業会計
収益的 39億400万円 39億400万円

資本的 31億5,113万円 45億1,025万円

上水道事業会計
	 水道料金収入が前年度比約1,870万円減と大きいがその要因は。
	 大規模事業者である菓子メーカーの利用がほぼなくなり、そこだけで1,500万円以上の減収となって

いる。また、昨年の豪雨災害の影響やコロナ禍の中で需要が伸び悩んでいることが影響している。

問
答

下水道事業会計
	 事業会計の中で、広大な敷地を活用して、例えば太陽光発電や風力発電を設置するといった検討を

したことはあるか。
	 今まで協議したことはない。
	 ゼロカーボンシティを標榜する本市にとって、市民に見える形で率先して取り組んでいくことも重
要ではないか。

	 道の駅朝日でも、再生可能エネルギーの導入を検討しており、公共施設のエネルギー供給に向けて
は、今後そうした考え方を随所に取り入れながら検討していく。

問

答
問

答
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主

な

議

案

特別会計

予算額150億3,869万円
　特別会計は、ある特定の目的のために実施する事業について、収支を明確にするため一
般会計とは別に経理する会計です。本市には下表のとおり６つの特別会計があります。

会		計		名 予	算	額 前年度比

土地所得特別会計 499万円 100.0％

情報通信事業特別会計 ３億8,500万円 126.2％

蒲萄スキー場特別会計 １億6,650万円 310.1％

国民健康保険特別会計 53億700万円 96.7％

後期高齢者医療特別会計 8億1,420万円 101.4％

介護保険特別会計 83億6,100万円 98.1％

蒲萄スキー場特別会計

介護保険特別会計

	 ４年度の利用者数は6,194人であり、昨年よ
りも減少しているとのことだが、要因を分
析しているのか。

	 大雨による土砂災害でグレープロードが使
用できなかったことで、学校スキー授業の
キャンセルや親子連れの利用が減少したと
考えている。

	 ４年度末までに市の方針を示せないまま、
５年度の営業をするとのことだが、方針は
いつまでに示せるのか。

	 今秋までに方向性を出したい。

問

答

問

答

	 介護予防実態把握事業費の事業内容は。
	 地域包括支援センターの看護師が、65歳以上の高齢者の自宅を訪問し、実態把握を行い、支援が必要
な方へ介護予防事業等につなげるための事業である。

問
答

初級者コース（グレープロード）脇の土砂災害

14
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主　

な　

議　

案

被災した荒川いこいの家

脱炭素社会実現への取り組みの一環として、老朽化したせなみ巡回バスの車両を電
気自動車（EV）バスに入れ替えます。
	 車両購入に当たって、財源の内訳は。
	 EVバス車両購入や充電設備設置への国の補助金を差し
引いたものに、過疎対策事業債（過疎債）を充てる。
過疎対象事業となる経費は、車両本体と充電設備設置
工事で合計約４千万円となり、そこからＥＶバスと充
電設備に係る国の補助金を差し引いた約３千万円が過
疎債対象となる。その70％が交付税として算入される
ので、残る約900万円が市の実質負担額となる。

問
答

議第33号　村上市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

出産育児一時金を増額します

国民健康保険（国保）加入者の出産育児一時金の支給額を、40万8,000円から48
万8,000円に増額し、出産費用の負担軽減を図ります。
	 本市の国保加入者の出産育児一時金の支給や、出産費用の状況は。
	 今年度は、２月時点で10件の出産育児一時金の支給があった。そのうち出産費用が42万円を超えた	
ものが７件、50万円を超えたものが３件であり、出産が夜間や休日となった場合に費用が加算されて
いる。

問
答

４年８月の豪雨で建物や温泉設備が被災
し、被害が甚大で再開が極めて困難とな
ったため、同施設を廃止します。
	 老人福祉センター「あかまつ荘」が代替施設と

なっているが、送迎バスの運行はどうなってい
るのか。

	 現在は荒川地区の方を対象に、週2回運行して
いる。今後は他の地区と同様に、利用者がまと
まっての申込みがあれば、あかまつ荘までの送
迎を行う。

問

答

議第24号　せなみ巡回バス車両購入契約の締結

せなみ巡回バス車両を電気自動車（EV）バスに

議第34号　荒川いこいの家条例を廃止する条例制定

8.3豪雨で被災 「荒川いこいの家」を廃止へ

契約金額 3,240万円

導入される低床のＥＶバス（写真はイメージです）
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議
案
の
審
議
結
果

議案の審議結果
議案番号 議　　案　　名 結果

請願第１号
「新潟の最賃は信越・北陸・関東13都県中12位の低
さである。抜本的に底上げするための意見書採択を
求める」請願書

×

議第１号 村上市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（村山　誠	氏：再任）

議第２号 村上市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（斎藤　誠	氏：再任）

議第３号 村上市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（八藤後茂樹	氏：新任）

議第４号 村上市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（吉村和昭	氏：新任）

議第５号 村上市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（川崎光一	氏：新任）

議第６号 村上市教育委員会委員の任命について
（横山吉夫	氏：再任）

議第７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（田島一郎	氏：再任）

議第８号

専決処分の承認を求めることについて（令和４年８
月３日からの大雨による災害に係る村上市農地農業
用施設災害復旧事業の経費の分担金徴収条例の特例
に関する条例制定について）

議第９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
村上市一般会計補正予算（第13号））

議第10号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
村上市情報通信事業特別会計補正予算（第４号））

議第11号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
村上市一般会計補正予算（第14号））

議第12号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
村上市一般会計補正予算（第15号））

議第13号 令和５年度村上市一般会計予算

議第14号 令和５年度村上市土地取得特別会計予算

議第15号 令和５年度村上市情報通信事業特別会計予算

議第16号 令和５年度村上市蒲萄スキー場特別会計予算

議第17号 令和５年度村上市国民健康保険特別会計予算

議第18号 令和５年度村上市後期高齢者医療特別会計予算

議第19号 令和５年度村上市介護保険特別会計予算

議第20号 令和５年度村上市上水道事業会計予算

議第21号 令和５年度村上市簡易水道事業会計予算

議案番号 議　　案　　名 結果

議第22号 令和５年度村上市下水道事業会計予算

議第23号 村上市過疎地域持続的発展計画の変更について

議第24号 せなみ巡回バス車両購入契約の締結について ○

議第25号 村上市障がい者計画等審議会条例制定について

議第26号 村上市成年後見制度利用促進協議会条例制定について

議第27号 村上市男女共同参画計画策定委員会設置条例の一部
を改正する条例制定について

議第28号 村上市保育園条例の一部を改正する条例制定について

議第29号
村上市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議第30号 村上市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について

議第31号
村上市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例制定について

議第32号 村上市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条
例制定について

議第33号 村上市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定
について

議第34号 荒川いこいの家条例を廃止する条例制定について

議第35号 令和４年度村上市一般会計補正予算（第16号）

議第36号 令和４年度村上市土地取得特別会計補正予算（第１号）

議第37号 令和４年度村上市情報通信事業特別会計補正予算
（第５号）

議第38号 令和４年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予算
（第６号）

議第39号 令和４年度村上市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

議第40号 令和４年度村上市上水道事業会計補正予算（第４号）

議第41号 令和４年度村上市簡易水道事業会計補正予算（第５号）

議第42号 令和４年度村上市下水道事業会計補正予算（第４号）

議第43号 令和４年度村上市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

議第44号 令和５年度村上市一般会計補正予算（第１号）

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。

＝全会一致で可決、承認、同意　　　○＝賛成多数で可決　　　×＝賛成少数で不採択　
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議
案
の
審
議
結
果

陳情の審査結果
陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

件　　　　　名 陳　　 情 　　者 所管委員会 審査結果

民主主義の根幹である法の下の平等を守る為の陳情 板垣尚美	氏
　ほか５名

総 務 文 教
常任委員会

意見の一致を
見なかった

日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺
の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を
求める陳情

コドソラ　
　代表　与那城千恵美	氏

県外からの郵送による陳情
は、原則として委員会で審査
せず、全議員への配付にとど
める取り扱いとしています。

人事案件

議案番号

鷲ヶ巣会 清流会 高志会 市声クラブ 新政村上 令和新風会 賛否結果
◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

大
滝
国
吉

鈴
木
い
せ
子

河
村
幸
雄

菅
井
晋
一

川
崎
健
二

鈴
木
好
彦

三
田
敏
秋

尾
形
修
平

小
杉
武
仁

鈴
木
一
之

木
村
貞
雄

本
間
善
和

山
田　

勉

長
谷
川
孝

佐
藤
重
陽

川
村
敏
晴

髙
田　

晃

渡
辺　

昌

稲
葉
久
美
子

富
樫
雅
男

上
村
正
朗

請願第1号 × × × ○ ※１ × ※２ × × × × ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ 6 13
議第24号 ○ ○ ○ × ※１ × ※２ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 12 7

※１　欠席したため表決に参加していません。
※２　議長は地方自治法第116条第２項の規定により表決に参加していません。

各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた議案について、議員の賛否を公表します。
◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者

請願の審議結果
請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

件　　　　　名 請　　 願 　　者 紹介議員 付託委員会 審議結果
「新潟の最賃は信越・北陸・関東13都県中12位の低
さである。抜本的に底上げするための意見書採択を
求める」請願書

内山雄平	氏 上村正朗 経 済 建 設
常任委員会 不採択

教育委員会委員の任命に同意しました

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意しました

人権擁護委員の推薦に同意しました
（任期：令和５年５月21日～９年５月20日）

（任期：令和５年５月20日～８年５月19日）

（任期：令和５年10月１日～８年９月30日）

　 村
むら

山
やま

　誠
まこと

 氏
（再任）

　 斎
さい

藤
とう

　誠
まこと

 氏
（再任）

　 八
や

藤
とう

後
ご

茂
しげ

樹
き

 氏
（新任）

　 吉
よし

村
むら

和
かず

昭
あき

 氏
（新任）

　 川
かわ

崎
さき

光
こう

一
いち

 氏
（新任）

横
よこ

山
やま

吉
きち

夫
お

 氏（再任） 田
た

島
じま

一
いち

郎
ろう

 氏（荒川地区・再任）

教育委員会は、市長か
ら独立した行政機関と
して位置付けられてい
るため、教育委員会委
員は、議会の同意を得
て、市長が任命してい
ます。

固定資産評価審査委員
会は、固定資産の評価
額に対する納税者から
の不服を審査・決定す
るため、地方税法に基
づき設置された中立的
な機関です。
委員は、議会の同意を
得て、市長が選任して
います。

人権擁護委員は、人権擁護委員法
の規定により、市長の推薦、議会
の同意を経て法務大臣から委嘱さ
れます。

17

むらかみ市議会だより 第73号



　

朝
日
み
ど
り
の
里
関
連
施
設
の

指
定
管
理
お
よ
び
道
の
駅「
朝
日
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

施
設
の
運
営
状
況
は

　

５
年
度
か
ら
は
、
収
益
施
設
で

あ
る
食
堂
か
ら
売
り
上
げ
の
５
％

を
、
物
産
会
館
か
ら
は
８
％
を
市

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、

農
産
物
直
売
所
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
使
用
料
と
し
て
年
間
60
万

円
を
納
付
い
た
だ
く
と
の
こ
と
で

し
た
。
職
員
体
制
は
、
事
務
所
５

人
、
物
産
会
館
６
人
、
食
堂
14
人
、

ま
ほ
ろ
ば
温
泉
７
人
、
き
れ
い
館

７
人
、
直
売
所
４
人
の
43
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
き
れ
い
館
に
つ

い
て
は
、
厳
し
い
運
営
状
況
か
ら

利
用
料
の
見
直
し
、
ま
ほ
ろ
ば
温

泉
に
つ
い
て
は
、
長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
の
た
め
の
24
時
間
入
浴
可
能

な
施
設
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画
は

　

５
～
６
年
度
に
実
施
設
計
を
し
、

７
～
８
年
度
で
建
築
物
の
完
成
を

目
指
し
て
お
り
、
建
築
物
の
概
算

事
業
費
は
８
～
９
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
な
お
、

指
定
管
理
者
は

６
年
度
に
選
定

す
る
計
画
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

新
た
な
食
堂

施
設
に
は
テ
ー

ブ
ル
席
が
50
席

と
小
上
が
り
席

を
計
画
し
て
お

り
、
宴
会
ス
ペ

ー
ス
は
考
え
て

い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま

た
、
既
存
の
物

産
会
館
、
食
堂

は
解
体
せ
ず
、

民
間
に
移
行
し
、

有
効
な
利
活
用

を
検
討
し
て
い

く
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
り
、
観

光
協
会
、
旅
館
協
同
組
合
、

旅
行
業
者
な
ど
と
も
連
携
し
、

市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
含
め

た
周
辺
観
光
プ
ラ
ン
な
ど
地

域
経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
よ

う
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

地
元
選
手
の
育
成
支
援

　

遠
征
費
が
負
担
と
な
り
、

資
金
が
な
け
れ
ば
選
手
を
あ

き
ら
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
」

を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
、

将
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
が
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
競
技
別

強
化
拠
点
施
設
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
※
）
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
活
性
化

の
方
向
性
や
課
題
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

地
域
貢
献
や
選
手
育
成

　

Ｎ
Ｔ
Ｃ
の
目
的
は
、
世
界

で
戦
え
る
選
手
の
育
成
で
す

が
、
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
も

楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
か

つ
競
技
力
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
た

め
、
中
央
競
技
団
体
と
も
連

携
し
、
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

で
得
ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
本

市
に
も
還
元
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

観
光
と
の
連
携

　

市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
利

用
者
が
瀬
波
温
泉
や
市
内
観

光
を
利
用
す
る
割
合
が
低
い

た
め
、
観
光
と
の
連
携
や
修

学
旅
行
な
ど
の
教
育
旅
行
に

議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

道
の
駅
朝
日
の
拡
充
計
画
は

経
済
建
設
常
任
委
員
会

地域を見る、聞く
議会の活動レポート

スポーツ振興で地域活性化

令和９年度リニューアル予定道の駅朝日の外観イメージ

総務文教常任委員会

スケートパーク周辺の地域資源

※スポーツコミッションとは？
地方公共団体、スポーツ団体、民間事業者（観光産業、スポーツ産業）等が一体となり、スポーツを観光資源とした地域活性化や
地域スポーツの活性化の促進に取り組む組織。

1
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岩
船
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
課
題

　

岩
船
地
区
で
は
、
人
口
減
少
が

進
み
、
５
年
度
の
岩
船
中
学
校
の

生
徒
数
は
全
校
で
60
人
程
度
に
な

る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
役
員
か
ら

心
配
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
旧

市
町
村
の
枠
を
取
り
払
っ
て
学
校

統
合
を
考
え
な
け
れ
ば
、
教
員
の

配
置
が
で
き
ず
に
専
門
の
先
生
に

習
え
な
く
な
る
の
で
は
と
の
問
題

提
起
に
、
委
員
か
ら
、
旧
市
町
村

を
ま
た
ぐ
学
校
統
合
の
問
題
は
、

岩
船
中
学
校
の
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
教
育
長
に
は
、
そ
の
枠
を
取

り
払
う
べ
き
で
は
と
の
話
は
行
っ

て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

は
ど
の
よ
う
な
形
が
一
番
ふ
さ
わ

し
い
の
か
、
ま
た
、
地
域
に
任
せ

る
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
委
員
会

で
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

集
落
支
援
員
制
度
の
活
用
は

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と

し
て
活
用
し
て
い
る
源
内
塾
は
、

２
年
度
に
改
装
さ
れ
た
が
、
活
用

が
十
分
と
は
言
え
な
い
た
め
、
長

期
的
に
開
所
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
に
、
市
民
課
自

治
振
興
室
か
ら
、
長
期
的
開
放
と

い
う
課
題
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

も
集
落
支
援
員
制
度
等
を
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
源
内
塾

を
拠
点
と
し
て
、
集
落
支
援
員
が

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
形

を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

※Z世代とは？
明確な定義はありませんが、SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）が深く生活に浸透している1990年代後半から2010年代
に生まれた世代を指します。

2
9

自
分
事
と
し
て
課
題
を
発
見

　

市
議
会
で
は
、
各
高
校
に
議
員

が
出
向
い
て
懇
談
す
る
「
高
校
生

と
議
会
と
の
懇
談
会
」
を
順
次
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
２
月
17
日
に
は
、
村
上
高

校
に
て
「
イ
ヨ
ボ
ヤ
プ
ラ
ン
１
学

年
発
表
会
」
に
議
会
運
営
委
員
会

委
員
７
人
が
参
加
し
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

村
上
高
校
１
年
生
１
１
６
人
は
、

８
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
31
班
に
分

か
れ
、
総
合
的
な
探
究
の
取
り
組

み
（
村
高
イ
ヨ
ボ
ヤ

プ
ラ
ン
）
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の

下
、
ま
ち
歩
き
や
出

前
講
座
な
ど
「
地
域

を
知
る
・
社
会
を
知

る
」
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

発
表
は
７
会
場
で

同
時
に
実
施
。
議
員

は
各
会
場
に
分
か
れ
、

各
班
の
発
表
に
ア
ド

バ
イ
ス
、
励
ま
し
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
発
表
も
生
徒
自
ら

対
応
策
を
考
え
た
も

の
で
大
変
よ
く
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
現
場
に
出

向
い
た
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

た
め
て
電
話
や
メ
ー
ル
で
質

問
を
投
げ
か
け
た
班
も
あ
り

ま
し
た
。

　

高
校
生
の
視
点
で
、
地
域

の
現
状
や
課
題
を
細
か
に
調

査
研
究
さ
れ
た
内
容
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
も
皆
さ
ん
の
意

見
を
大
い
に
参
考
に
し
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

高校生と議会の懇談会in村上高校

イヨボヤプラン発表会に参加

生徒が取り組んだ探究テーマ
分　野 テーマ

防　　災 ①消防士の人手不足について②私たちの暮らしとハザードマッ
プ③自分の命を守るために

スポーツ
①スポーツの関わりを増やすためには②村上市のスポーツの現
状について③スポーツを始めやすい環境づくり④スポーツ施設
数とその利用者数⑤スポーツ教室実施の格差をなくすにはどう
したらいいのか

歴　　史 ①村上の成り立ちと魅力の再発見②村上の歴史について③村上
市の知られてない文化・物

市 議 会 ①少子化と人口減少②若者の投票数が少ないことについて③投
票率の低下について

人口減少 ①村上市の職業、求人求職の現状②交通と人の移動③空き家と
人口減少④人口減少と子育てがしやすい環境

医療福祉 ①村上市の少子高齢化と今後の医療について②村上市の認知症
に対する取り組み③理想の看護師像④介護の負担を減らすには

幼児教育
①村上市の保育士さんを増やそう②病児保育の現状を変えるに
は？③保育士が働きやすい環境をつくるには？④コロナ禍にお
ける園児との接し方!!⑤もっと保育に興味を持ってみよう！

観　　光
①村上市内の魅力を広め、市外・世界での認知度をあげる②村
上市の知名度を上げるには③Ｚ世代（※）に村上を訪れてもら
うには④村上の観光資源を知ってもらうには 発表した生徒へ議員からもコメント

岩船まちづくり協議会との意見交換
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６月27日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

７月11日㈫ 定例会初日（本会議）

13日㈭

一般質問（本会議）14日㈮

18日㈫

19日㈬ 総務文教常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会総務文教分科会

20日㈭ 市民厚生常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会市民厚生分科会

21日㈮ 経済建設常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会経済建設分科会

25日㈫ 一般会計予算決算常任委員会

28日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

令和５年
７月定例会のお知らせ（予定）
村上市長・村上市議会議員補欠選挙が６月に
行われるため、定例会は７月に開催されます。

　４月28日、全国市町村国際文化研修所（滋賀
県）において、市町村議会議員研修「防災と議
員の役割」が開催されました。
　令和４年８月の豪雨災害を経験した本市から
は、三田敏秋議長が講師として出席し、「災害
時における村上市議会の対応と取組」と題して、
豪雨災害での村上市議会としての対応や課題な
どについて事例紹介を行いました。

豪雨災害での経験を伝える

地域を盛り上げ隊
たい

酒
さか

 井
い

 幸
さち

 子
こ

	さん　（荒川)

集落支援員

■就任のきっかけは
　2011年の東日本大震災で復興に関わる方々の行
動力を目にし、自分の住む地域で何かできないか
と考えていました。そんな時、荒川地区のまちづ
くり組織がメンバーを募集していることを知り、
その一員となりました。その後、行政からお声掛
けいただき、村上市で初めての集落支援員になり
ました。
■活動内容を教えてください
　あらかわ地区まちづくり協議会の活動拠点つど
い場「あら、ほっ」で主に活動をしています。ラ
ベンダーやハーブを育て、ラベンダー石鹸やハー
ブティーに加工し、地域イベントなどで販売を行
っています。
　また、つどい場「あら、ほっ」には、放課後に
遊びに来る子どもたちや、サークル活動を行う方
々など幅広い年代が集まり、コミュニケーション

を深め合っています。その中から、まちづくりの
ヒントを得たり、地域課題解決のアイデアが生み
出されることが楽しいです。
■今後の抱負は
　荒川地区では、産官学からなるSDGs×地域貢
献活動「あらかわチャレンジ」に取り組んでいま
す。
　これからの地域を担う中学生との活動は、とて
も魅力的で、中学生ならではの発想力や行動力を
生かしながら、大人たちと協力し合い、地域の連
携や魅力を高め、誰もが住みやすいまちづくりを
目指しています。今後は、新たな参画者を巻き込
みながら、関係者一丸となって地域を元気に盛り
上げる活動に取り組んでいきたいと思います。

市民へインタビューQ A
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